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新
潟
県
小
学
校
長
会　

対
策
部
長　

有　

本　

秀　

雄

人
的
支
援
体
制
や
教
育
環
境
の

一
層
の
充
実
に
向
け
て

　

新
潟
県
小
学
校
長
会
対
策
部
の
調
査
に
よ

る
と
、
本
年
度
県
内
の
公
立
小
学
校
に
お
け

る
通
常
学
級
数
は
四
，
四
〇
七
学
級
、
在
籍

児
童
数
は
一
〇
四
，
〇
八
六
人
、
前
年
度
に

比
べ
そ
れ
ぞ
れ
六
十
一
学
級
、
一
，
三
三
四

人
減
少
し
て
い
ま
す
。
特
別
支
援
学
級
数
は

一
，
〇
六
六
学
級
、
在
籍
児
童
数
は
四
，
六

〇
五
人
。
前
年
度
に
比
べ
そ
れ
ぞ
れ
九
十
五

学
級
、
四
三
五
人
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

通
常
の
学
級
に
お
け
る
特
別
な
支
援
を
要

す
る
児
童
の
在
籍
率
は
、
平
成
二
十
四
年
度

の
国
に
よ
る
発
表
の
６
・
５
％
に
対
し
て
、

本
年
度
県
内
の
状
況
は
７
・
９
％
で
し
た
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
特
別
支
援
教
育
に
関
わ

る
人
的
支
援
体
制
を
一
層
充
実
す
る
市
町
村

が
増
え
て
お
り
心
強
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

一
方
、
記
録
的
な
猛
暑
を
受
け
て
普
通
教

室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
や
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
を
進
め
る
た
め
の
教
育
環
境
の
整
備

に
目
が
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
面
の

予
算
が
必
要
以
上
に
削
減
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

人
的
支
援
体
制
や
教
育
環
境
の
一
層
の
充

実
に
は
、
予
算
と
人
材
の
確
保
が
必
要
で
す
。

財
政
的
に
も
人
材
的
に
も
厳
し
い
状
況
に
あ

る
今
、
私
た
ち
校
長
に
は
教
育
委
員
会
は
も

と
よ
り
首
長
部
局
と
も
、
よ
り
強
固
な
絆
の

構
築
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
教
育
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
と
し
て
の
側
面
と
管
理
職
の
ゼ
ネ
ラ

リ
ス
ト
と
し
て
の
側
面
の
両
面
か
ら
、
実
施

さ
れ
て
い
る
施
策
に
関
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
の

提
供
や
学
校
を
拠
点
に
し
て
の
地
域
創
生
な

ど
、
新
た
な
施
策
に
つ
い
て
の
提
言
等
を
通

し
て
、
行
政
組
織
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
校

長
が
能
動
的
に
信
頼
関
係
づ
く
り
に
尽
力
す

る
こ
と
が
肝
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

予
算
等
の
要
望
は
相
手
の
あ
る
こ
と
で
す

の
で
、
百
戦
百
勝
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
よ
り
よ
い
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
百

戦
錬
磨
す
る
校
長
の
姿
を
、
学
校
内
外
に
示

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

�

（
五
泉　

五
泉
小
学
校
）

平
成
29
～
30
年
度 

国
立
教
育
政
策
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
課
程
研
究
指
定
事
業
「
論
理
的
思
考
」

一
　
本
研
究
の
社
会
的
背
景

　

AI
の
進
歩
、
IoT
の
広
が
り
、
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
解
析
等
の
先
端
技
術
の
開
発
に
よ
り
、
今

後
、
世
界
は
国
境
を
越
え
た
交
流
が
ま
す
ま

す
盛
ん
と
な
り
、
多
様
性
が
高
ま
っ
て
い
く
。

そ
こ
で
は
、
様
々
な
価
値
観
の
人
々
と
協
働

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
論
理
的
思
考
力
が
必
要
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
の
下
で
進
め
ら

れ
て
い
る
国
研
の
指
定
研
究「
論
理
的
思
考
」

を
受
け
、
二
年
目
の
最
終
年
次
と
な
っ
た
。

二
　
研
究
概
要

　

一
年
次
、
子
ど
も
た
ち
の
論
理
的
思
考
力

を
伸
ば
す
た
め
に
、
今
の
授
業
を
ど
う
改
善

し
て
い
く
か
原
点
に
立
ち
返
り
検
討
し
た
。

当
校
児
童
の
「
相
手
の
考
え
を
聴
く
こ
と
よ

り
も
、
自
分
の
考
え
を
優
先
す
る
」
と
い
う

実
態
が
明
ら
か
と
な
り
、
そ
こ
で
、
大
き
な

視
点
の
転
換
を
試
み
た
。「
話
し
合
い
」
か

ら
「
聴
き
合
い
」
へ
の
視
点
の
転
換
で
あ
る
。

　
「
聴
く
」
こ
と
に
焦
点
化
し
て
実
践
研
究

を
進
め
、
そ
の
手
立
て
と
し
て
「
聴
く
マ
ナ

ー
」
や
「
聴
く
ス
キ
ル
」
を
設
定
し
「
双
方

向
に
聴
き
合
う
」
活
動
を
授
業
の
中
核
に
据

え
た
。

　

二
年
次
研
究
の
本
年
度
は
、
聴
き
合
う
必

然
性
の
あ
る
学
習
課
題
の
設
定
や
、
双
方
向

で
の
「
聴
き
合
い
」
を
通
し
て
、
他
者
と
自

分
の
考
え
の
相
違
点
や
関
係
性
を
捉
え
る
こ

と
で
、
論
理
的
思
考
力
の
発
揮
を
促
す
授
業

の
在
り
方
を
探
っ
て
い
る
。

三
　
研
究
発
表
会
（
十
一
月
二
日
）

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
や
「
特
別
な
教
科��

道
徳
」
を
含
め
た
七
つ
の
授
業
を
公
開
し
た
。

県
内
各
地
か
ら
百
名
近
い
参
会
者
を
得
て
、

協
議
会
で
は
活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。
聴
き
合
い
は
成
立
し
て
い
た
か
？　

教

科
の
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
て
考
え
を
深

め
て
い
た
か
？　

な
ど
、
子
ど
も
の
事
実
に

基
づ
い
て
成
果
と
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
講
師
の
有
本
淳
様
（
国
立
教
育
政

策
研
究
所
）
の
ご
講
演
で
は
、
授
業
改
善
の

視
点
と
し
て
、批
判
的
思
考
を
働
か
せ
て「
知

の
更
新
」
を
進
め
る
こ
と
や
本
研
究
の
価
値

付
け
に
つ
い
て
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。

四
　
今
後
の
展
望

　

研
究
発
表
会
で
頂
戴
し
た
貴
重
な
ご
意
見

を
、
更
な
る
授
業
改
善
に
つ
な
げ
、「
主
体

的
に
聴
き
、
自
分
の
考
え
を
深
め
、
広
げ
て

い
く
子
ど
も
」
の
具
現
化
を
進
め
て
い
き
た

い
。
そ
し
て
、
本
研
究
が
「
未
来
を
切
り
拓

く
力
を
育
む
教
育
課
程
」
を
創
造
す
る
一
助

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

主
体
的
に
聴
き
、
自
分
の
考
え
を
深
め
、
広
げ
て
い
く
子
ど
も
の
育
成

新
潟
市
立
新
潟
小
学
校　

　

　
　
　

研 究 校
報 告

長方形
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全
連
小
・
函
館
大
会
報
告

関
ブ
ロ
・
長
野
大
会
報
告

　

第
七
十
回
全
国
連
合
小
学
校
長
会
研
究
協

議
会
北
海
道
大
会
が
、
十
月
四
日
・
五
日
、

函
館
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

中
、
北
海
道
小
学
校
長
会
が
全
力
を
挙
げ
て

会
の
開
催
に
至
っ
た
。
全
国
か
ら
約
二
千
五

百
名
の
会
員
が
集
ま
り
、
新
潟
県
か
ら
も
四

十
七
名
が
参
加
し
た
。

　

本
大
会
で
は
、
第
六
十
五
回
三
重
大
会
か

ら
続
く
大
会
主
題
「
新
た
な
知
を
拓
き　

人

間
性
豊
か
な
社
会
を
築
く　

日
本
人
の
育
成

を
目
指
す
小
学
校
教
育
の
推
進
」
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
五
年
間

の
研
究
の
成
果
と
課
題
を
受
け
継
ぎ
、「
ふ

る
さ
と
の
地
か
ら
世
界
を
見
つ
め　

新
し
い

社
会
の
形
成
に
向
け
て
挑
戦
す
る
子
ど
も
を

育
て
る　

学
校
経
営
の
推
進
」
が
副
主
題
と

し
て
設
定
さ
れ
た
。

　

一
日
目
の
午
前
は
開
会
式
の
あ
と
文
部
科

学
省
教
育
課
程
課
長
の
望
月
禎
氏
よ
り
、
新

学
習
指
導
要
領
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
や

そ
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
が
あ
っ
た
。

今
だ
け
で
な
く
将
来
を
見
据
え
、
優
れ
た
日

本
の
教
育
を
伝
え
、
更
に
育
て
て
い
く
こ
と

の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

　

午
後
は
、
五
領
域
十
三
分
科
会
に
分
か
れ

て
研
究
協
議
が
行
わ
れ
た
。
各
分
科
会
の
主

旨
や
研
究
の
視
点
、
発
表
内
容
が
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
さ
れ
、
会
員
は
事
前
に
読
み
込

　

第
七
十
回
関
東
甲
信
越
地
区
小
学
校
長
研

究
協
議
会
長
野
大
会
が
、
長
野
市
を
会
場
に

六
月
七
日
・
八
日
の
二
日
間
の
日
程
で
開
催

さ
れ
た
。
参
加
総
数
は
九
百
名
を
超
え
、
本

県
か
ら
は
四
十
七
名
の
会
員
が
参
加
し
た
。

　

全
連
小
大
会
主
題
「
新
た
な
知
を
拓
き　

人
間
性
豊
か
な
社
会
を
築
く　

日
本
人
の
育

成
を
目
指
す
小
学
校
教
育
の
推
進
」
の
下
、

理
念
を
更
に
推
し
進
め
る
こ
と
を
目
指
し
て

副
主
題
「
地
域
の
自
然
・
文
化
・
人
々
の
生

き
方
に
学
び　

豊
か
な
発
想
力
・
創
造
性
や

人
間
性
を
身
に
付
け　

自
ら
未
来
社
会
を
拓

い
て
い
く
子
ど
も
の
育
成
」
が
設
定
さ
れ
、

学
校
経
営
の
責
任
者
で
あ
る
校
長
の
果
た
す

べ
き
役
割
と
指
導
性
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

大
会
一
日
目
は
、
開
会
行
事
と
記
念
講
演

が
行
わ
れ
た
。
中
村
祥
一
関
東
甲
信
越
地
区

小
学
校
長
会
連
絡
協
議
会
長
は
、「
本
大
会

の
特
徴
で
あ
る
熟
議
を
行
う
中
で
、
そ
の
英

知
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
研
究
協
議
を
深
め
、

学
校
経
営
に
生
か
す
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。」
と
挨
拶
さ
れ
た
。「
都
県
だ
よ
り
」
で

は
、
大
野
雅
人
県
小
学
校
長
会
長
が
、
新
潟

市
へ
の
包
括
的
権
限
移
譲
か
ら
一
年
を
経
て
、

役
員
組
織
、
諸
会
議
、
各
部
の
活
動
の
見
直

し
を
図
っ
て
き
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

続
く
講
演
会
で
は
、
宇
宙
科
学
研
究
所
宇

ん
で
の
参
加
と
な
っ
た
。「
校
長
の
果
た
す

べ
き
役
割
と
指
導
性
」
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ

で
検
討
す
る
場
が
設
け
ら
れ
、
分
科
会
ご
と

に
参
加
者
の
考
え
を
「
ア
ナ
ラ
イ
ズ
カ
ー
ド

を
使
っ
て
視
覚
化
す
る
」
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
た
。

　

二
日
目
の
全
体
会
で
は
、
研
究
協
議
の
ま

と
め
と
し
て
、
次
の
重
要
性
が
確
認
さ
れ
た
。

一　

明
確
な
経
営
ビ
ジ
ョ
ン

　

地
域
に
発
信
・
共
通
化
→
地
域
連
携

二　

学
校
の
チ
ー
ム
力
向
上

　

情
報
・
目
標
の
共
有
化
→
成
果
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

改
善
点
を
検
討

　

そ
の
後
、
八
項
目
の
決
意
が
大
会
宣
言
と

し
て
確
認
さ
れ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
葛
西
紀
明
氏
（
ス

キ
ー
ジ
ャ
ン
パ
ー
）、
佐
藤
麻
美
氏
（
北
海

道
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）、青
田
基
氏
（
北

海
道
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
顧
問
）の
三
氏
か
ら「
ふ

る
さ
と
・
挑
戦
・
未
来
創
造
」
を
テ
ー
マ
に

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
拝
聴
し
た
。「
未
来
を
創
造
す
る
に
は

ま
ず
夢
を
も
つ
こ
と
」「
夢
を
諦
め
ず
に
挑

戦
す
る
こ
と
」「
夢
は
努
力
で
か
な
え
る
こ

と
」
の
言
葉
が
心
に
強
く
残
っ
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
次
期
研
究
協
議
会
が
、
秋

田
市
で
開
会
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
、
本
大

会
を
終
了
し
た
。

�

（
村
上
・
岩
船　

山
辺
里
小
学
校
）

大会の概要

大会の概要

宙
飛
翔
工
学
研
究
系
教
授
・
川
口
淳
一
郎
氏

の「
や
れ
る
理
由
こ
そ
が
着
想
を
生
む
。『
は

や
ぶ
さ
式
思
考
法
』」
と
題
し
た
講
演
を
拝

聴
し
た
。
教
授
は
「
は
や
ぶ
さ
２
」
が
近
々
、

小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
に
接
近
す
る
と
い
う
話

題
も
絡
め
、
普
段
、
宇
宙
と
は
あ
ま
り
関
わ

り
の
な
い
私
た
ち
に
も
分
か
り
や
す
く
話
し

て
く
だ
さ
っ
た
。

　

二
日
目
は
、
五
領
域
十
二
分
科
会
二
十
四

分
散
会
に
分
か
れ
て
研
究
協
議
が
行
わ
れ
た
。

新
潟
県
か
ら
は
、
二
名
の
会
員
が
研
究
発
表

を
行
っ
た
。
健
全
育
成
分
科
会
で
は
、
中
村

豊
柏
崎
市
立
槇
原
小
学
校
長
が
「
Ｒ

－

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
を
採
り
入
れ
た
教
育
活
動
の
推
進
」
に

つ
い
て
、
連
携
・
接
続
分
科
会
で
は
渡
辺
真

也
新
潟
市
立
牡
丹
山
小
学
校
長
が
「
学
び
を

つ
な
ぐ
校
種
間
連
携
の
推
進
」
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
提
言
し
た
。

　

各
分
散
会
で
は
、
提
言
や
発
表
に
つ
い
て

熟
議
（
熟
慮
と
議
論
）
を
深
め
、
子
ど
も
た

ち
を
「
う
ち
」
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
む
教

育
と
い
う
本
大
会
の
趣
旨
に
沿
っ
た
、
充
実

し
た
時
間
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
第
七
十
一
回
関
ブ
ロ
大
会
が
千
葉

市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
、
本

大
会
が
終
了
し
た
。

�

（

　

長方形
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関
川
が
与
え
た
も
の

　

　

　

　

現
在
勤
務
す
る
富
岡
小
と
南
に
位
置
す
る

稲
田
小
の
校
区
を
合
わ
せ
た
地
域
は
「
新
道

区
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
平
成
二
十
九
年
度

作
成
の
郷
土
誌
「
新
道
区
の
あ
ゆ
み
」
か
ら

地
域
の
成
り
立
ち
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

　
関
川
の
橋
が
稲
田
の
街
を
生
ん
だ
？

　

稲
田
を
中
心
に
新
道
区
が
頸
城
の
地
の
交

通
の
要
衝
と
な
っ
た
の
は
、
高
田
城
が
築
か

れ
、
稲
田
に
橋
が
架
け
ら
れ
て
か
ら
で
あ
る
。

高
田
城
の
建
築
の
た
め
、
複
雑
に
流
れ
る
関

川
を
整
理
し
、
新
し
い
川
を
掘
り
抜
い
た
。

新
道
区
を
南
北
に
、
今
の
子
安
辺
り
か
ら
上

越
大
橋
下
流
付
近
ま
で
で
あ
る
。
そ
し
て
、

川
幅
が
比
較
的
狭
い
、
今
の
稲
田
付
近
に
荒

川
橋
（
今
の
稲
田
橋
）
が
架
け
ら
れ
た
。

　

上
越
地
域
は
、
北
陸
方
面
や
佐
渡
・
新
潟

方
面
か
ら
の
街
道
の
結
節
点
で
あ
る
。
江
戸

幕
府
は
、
特
に
東
側
か
ら
の
往
来
を
制
御
す

る
た
め
、関
川
に
架
け
る
橋
は
、荒
川
橋
（
稲

田
橋
）
だ
け
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
稲
田
は
、

武
士
・
町
人
が
住
む
城
下
町
と
、
農
民
が
暮

ら
す
農
村
を
結
び
付
け
る
接
点
と
な
っ
た
。

ま
た
、
関
川
を
利
用
し
た
舟
運
の
荷
上
場
も

あ
り
、
人
や
荷
物
が
行
き
交
う
交
通
運
輸
の

要
衝
と
な
り
栄
え
た
。

　

ち
な
み
に
、
新
し
く
掘
り
抜
か
れ
た
川
は
、

新
川
と
称
し
て
い
た
の
が
、
荒
川
と
呼
び
方

が
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
高
田
地
域
の
学
校
の

校
歌
に
荒
川
の
名
称
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
（
当
校
も
そ
う
で
あ
る
）。
最
近
ま
で
、

荒
川
を
関
川
の
名
称
の
よ
う
に
使
っ
て
い
た

名
残
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
伊
達
政
宗
の
御
仮
屋

　

高
田
城
築
城
と
城
下
町
建
設
と
い
う
大
土

木
工
事
を
、
普
請
総
裁
と
し
て
取
り
仕
切
っ

た
の
が
、
仙
台
藩
主
の
伊
達
政
宗
で
あ
る
。

政
宗
は
、
築
城
に
あ
た
り
、
富
岡
の
西
寄
り
、

北
田
屋
新
田
か
ら
続
く
微
高
地
を
選
び
、
仮

の
館
「
御
仮
屋
（
お
か
り
や
）」
を
設
け
た
。

そ
こ
か
ら
高
田
ま
で
工
事
監
督
に
出
掛
け
た
。

　

高
田
城
が
築
城
さ
れ
る
ま
で
は
、
直
江
津

に
福
島
城
が
あ
っ
た
。
御
仮
屋
は
、
高
田
城

と
福
島
城
の
ほ
ぼ
中
間
地
点
に
あ
る
。
福
島

城
か
ら
御
仮
屋
ま
で
四
㎞
。
一
里
の
距
離
に

な
っ
て
い
る
の
は
、
偶
然
な
の
か
意
図
的
な

の
か
興
味
深
い
。
ま
た
、
南
北
に
一
直
線
に

な
っ
て
い
る
の
も
不
思
議
で
あ
る
。

　
神
社
の
配
置
と
県
道
の
蛇
行
の
わ
け

　

三
年
生
が
校
区
探
検
に
出
掛
け
る
と
、
各

集
落
に
必
ず
神
社
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付
い

た
。
新
道
区
内
に
は
、
全
部
で
十
七
の
神
社

が
あ
り
、
多
い
の
は
神
明
宮
・
神
明
社
・
神

明
神
社
で
十
社
に
な
る
。
こ
れ
は
、
五
穀
豊

穣
を
願
う
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
神
社
で
あ
り
、

こ
の
地
域
が
水
田
や
新
田
開
発
で
発
展
し
て

き
た
地
域
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

境
内
に
洪
水
か
ら
村
を
守
る
た
め
の
水
神
が

祀
ら
れ
て
い
る
所
も
あ
り
、
水
と
の
闘
い
が

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

学
習
の
ゲ
ス
ト
テ
ィ
チ
ャ
ー
と
し
て
招
い

た
神
主
さ
ん
か
ら
、
神
社
の
あ
る
所
は
、
災

害
が
少
な
い
と
話
を
聞
い
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
新
道
地
区
は
水
害
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た

地
域
で
あ
る
。
関
川
に
架
か
る
稲
田
橋
も
幾

度
と
な
く
流
さ
れ
て
い
る
。

　

富
岡
小
学
校
の
前
を
通
る
県
道
板
倉
直
江

津
線
は
、
昔
は
佐
渡
か
ら
江
戸
に
向
か
う
北

国
街
道
で
あ
っ
た
。
主
な
集
落
は
、
こ
の
県

道
沿
い
に
位
置
し
、
県
道
か
ら
離
れ
た
集
落

は
、
新
田
開
発
で
生
ま
れ
た
も
の
が
多
い
。

　

こ
の
県
道
は
、
不
思
議
と
緩
や
か
な
曲
折

を
繰
り
返
し
て
い
る
。
今
の
よ
う
な
堤
防
が

な
い
時
代
の
関
川
は
、
不
規
則
に
曲
が
り
く

ね
っ
て
流
れ
て
お
り
、
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
、

自
然
堤
防
が
作
ら
れ
た
。
自
然
堤
防
の
上
は
、

水
は
け
が
よ
く
集
落
が
出
来
や
す
い
。
集
落

と
集
落
を
つ
な
い
で
出
来
た
道
が
、
今
の
道

筋
に
な
っ
て
お
り
、
結
果
と
し
て
道
が
緩
や

か
に
曲
折
し
て
い
る
と
推
察
す
る
。

　

実
際
に
県
道
の
高
さ
と
川
の
高
さ
を
グ
ー

グ
ル
ア
ー
ス
で
調
べ
て
み
た
。
県
道
は
、
概

ね
九
ｍ
程
度
の
微
高
地
を
選
ん
で
通
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
道
や
集
落
の
あ
る
場
所
は

水
害
に
遭
い
に
く
い
こ
と
が
分
か
る
。
神
社

の
あ
る
場
所
が
災
害
＝
水
害
が
少
な
い
の
は
、

災
害
に
遭
い
に
く
い
適
地
で
あ
り
、
神
主
さ

ん
の
話
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　

高
田
平
野
を
形
作
っ
た
関
川
は
、
用
水
と

し
て
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、

今
も
交
通
や
生
活
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

郷土　
風土記

ん
で
の
参
加
と
な
っ
た
。「
校
長
の
果
た
す

べ
き
役
割
と
指
導
性
」
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ

で
検
討
す
る
場
が
設
け
ら
れ
、
分
科
会
ご
と

に
参
加
者
の
考
え
を
「
ア
ナ
ラ
イ
ズ
カ
ー
ド

を
使
っ
て
視
覚
化
す
る
」
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
た
。

　

二
日
目
の
全
体
会
で
は
、
研
究
協
議
の
ま

と
め
と
し
て
、
次
の
重
要
性
が
確
認
さ
れ
た
。

一　

明
確
な
経
営
ビ
ジ
ョ
ン

　

地
域
に
発
信
・
共
通
化
→
地
域
連
携

二　

学
校
の
チ
ー
ム
力
向
上

　

情
報
・
目
標
の
共
有
化
→
成
果
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

改
善
点
を
検
討

　

そ
の
後
、
八
項
目
の
決
意
が
大
会
宣
言
と

し
て
確
認
さ
れ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
葛
西
紀
明
氏
（
ス

キ
ー
ジ
ャ
ン
パ
ー
）、
佐
藤
麻
美
氏
（
北
海

道
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）、青
田
基
氏
（
北

海
道
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
顧
問
）の
三
氏
か
ら「
ふ

る
さ
と
・
挑
戦
・
未
来
創
造
」
を
テ
ー
マ
に

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
拝
聴
し
た
。「
未
来
を
創
造
す
る
に
は

ま
ず
夢
を
も
つ
こ
と
」「
夢
を
諦
め
ず
に
挑

戦
す
る
こ
と
」「
夢
は
努
力
で
か
な
え
る
こ

と
」
の
言
葉
が
心
に
強
く
残
っ
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
次
期
研
究
協
議
会
が
、
秋

田
市
で
開
会
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
、
本
大

会
を
終
了
し
た
。

�

（
村
上
・
岩
船　

山
辺
里
小
学
校
）

宙
飛
翔
工
学
研
究
系
教
授
・
川
口
淳
一
郎
氏

の「
や
れ
る
理
由
こ
そ
が
着
想
を
生
む
。『
は

や
ぶ
さ
式
思
考
法
』」
と
題
し
た
講
演
を
拝

聴
し
た
。
教
授
は
「
は
や
ぶ
さ
２
」
が
近
々
、

小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
に
接
近
す
る
と
い
う
話

題
も
絡
め
、
普
段
、
宇
宙
と
は
あ
ま
り
関
わ

り
の
な
い
私
た
ち
に
も
分
か
り
や
す
く
話
し

て
く
だ
さ
っ
た
。

　

二
日
目
は
、
五
領
域
十
二
分
科
会
二
十
四

分
散
会
に
分
か
れ
て
研
究
協
議
が
行
わ
れ
た
。

新
潟
県
か
ら
は
、
二
名
の
会
員
が
研
究
発
表

を
行
っ
た
。
健
全
育
成
分
科
会
で
は
、
中
村

豊
柏
崎
市
立
槇
原
小
学
校
長
が
「
Ｒ

－

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
を
採
り
入
れ
た
教
育
活
動
の
推
進
」
に

つ
い
て
、
連
携
・
接
続
分
科
会
で
は
渡
辺
真

也
新
潟
市
立
牡
丹
山
小
学
校
長
が
「
学
び
を

つ
な
ぐ
校
種
間
連
携
の
推
進
」
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
提
言
し
た
。

　

各
分
散
会
で
は
、
提
言
や
発
表
に
つ
い
て

熟
議
（
熟
慮
と
議
論
）
を
深
め
、
子
ど
も
た

ち
を
「
う
ち
」
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
む
教

育
と
い
う
本
大
会
の
趣
旨
に
沿
っ
た
、
充
実

し
た
時
間
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
第
七
十
一
回
関
ブ
ロ
大
会
が
千
葉

市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
、
本

大
会
が
終
了
し
た
。

�

（
長
岡
・
三
島　

越
路
西
小
学
校
）

�
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地理院地図より作成



校 長 会 報 第346号（平成30年12月11日）新 潟 県 小 学 校 （4）

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
研
修
を
通
し
て
校
長
力
を
高
め
る

　

新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
を
テ
ー
マ
と

し
て
全
員
が
レ
ポ
ー
ト
を
持
ち
寄
り
、
自
校

の
取
組
や
他
校
の
実
践
か
ら
、
校
長
の
役
割

に
つ
い
て
協
議
し
、
研
修
を
深
め
て
い
る
。

　

地
域
巡
検
研
修
で
は
、
昨
年
度
、
魚
野
川

の
川
舟
と
六
日
町
宿
、
開
通
直
前
の
八
箇
峠

ト
ン
ネ
ル
の
見
学
を
行
い
、
南
魚
沼
地
域
の

交
通
の
歴
史
と
展
望
に
つ
い
て
の
見
識
を
深

め
た
。
今
年
度
は
、
旧
三
国
街
道
を
訪
ね
、

三
俣
の
脇
本
陣
を
中
心
に
研
修
を
深
め
る
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
地
元
企
業
の
経
営
戦
略

に
学
ぶ
講
演
会
等
も
行
う
こ
と
で
、
校
長
自

身
が
地
域
の
歴
史
や
産
業
な
ど
の
教
育
的
資

源
を
知
り
、
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
考
え
て
、

各
校
の
実
践
に
結
び
付
け
て
い
る
。

　

互
い
の
絆
を
強
め
、
共
に
学
び
、
高
め
合

い
な
が
ら
、
地
域
全
体
の
教
育
発
展
の
た
め

に
不
断
の
学
校
改
善
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
。

�

（

　

　

学校紹介
　

糸
魚
川
東
小
学
校
は
、糸
魚
川
駅
の
東
一
・

四
㎞
の
住
宅
地
に
位
置
し
て
い
る
。
全
校
児

童
二
九
三
名
、
十
四
学
級
で
あ
る
。

　

当
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
は
、「
ジ
オ

パ
ー
ク
学
習
」
で
あ
る
。
糸
魚
川
市
は
、
日

本
最
初
の
「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」

の
認
定
を
受
け
、
市
内
に
二
十
四
の
ジ
オ
サ

イ
ト
が
点
在
す
る
。
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
と
は
、

糸
魚
川
の
豊
か
な
大
地
と
、
そ
の
環
境
の
中

で
営
ま
れ
て
き
た
人
々
の
生
活
や
歴
史
・
文

化
を
学
び
伝
え
る
学
習
で
あ
る
。

　
ヒ
ス
イ
峡
探
索
と
勾
玉
づ
く
り

　

三
年
生
は
、
小
滝
ヒ
ス
イ
峡
を
学
芸
員
の

案
内
で
探
索
し
た
。
ヒ
ス
イ
峡
の
巨
大
な
ヒ

ス
イ
の
原
石
に
触
る
と
、
児
童
か
ら
驚
き
の

声
が
上
が
る
。
ま
た
、
長
者
ヶ
原
考
古
館
で

は
、
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
ヒ
ス
イ
製
品
を
見

学
し
た
り
、
加
工
技
術
の
説
明
を
受
け
た
り

し
た
。
そ
の
後
、
滑
石
を
使
っ
て
勾
玉
づ
く

り
を
体
験
し
た
。
神
秘
的
な
大
地
の
恵
み
と
、

太
古
か
ら
続
く
ヒ
ス
イ
文
化
を
知
り
、
児
童

の
郷
土
へ
の
関
心
は
一
層
高
ま
る
。

　「
塩
の
道
」
探
検
と
塩
づ
く
り

　

毎
年
、
四
年
生
は
、「
塩
の
道
」（
松
本
街

道
）
を
歩
く
。
児
童
は
、
新
緑
の
古
道
を
楽

し
み
な
が
ら
も
、
何
十
キ
ロ
も
の
塩
や
海
産

物
を
運
ん
だ
歩ぼ
っ

荷か

や
牛
方
の
苦
労
に
思
い
を

は
せ
る
。

　

ま
た
、
炎
天
下
の
砂
浜
に
二
十
メ
ー
ト
ル

四
方
の
塩
田
を
作
り
、
当
時
の
製
法
（
揚
浜

式
）
で
、
塩
づ
く
り
に
も
挑
戦
し
た
。

　

学
び
の
成
果
は
、
壁
新
聞
に
ま
と
め
た
り
、

文
化
祭
で
発
表
し
た
り
し
た
。

　
郷
土
へ
の
愛
着
と
誇
り

　

一
昨
年
、
糸
魚
川
駅
北
大
火
の
直
後
、
六

年
生
は「
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
」

を
真
剣
に
考
え
、
自
ら
行
動
し
た
。

　

糸
魚
川
の
自
然
、

歴
史
、
文
化
、
そ
し

て
人
々
と
深
く
関
わ

る
「
糸
魚
川
ジ
オ
パ

ー
ク
学
習
」
は
、
児

童
の
郷
土
へ
の
愛
着

と
誇
り
を
確
実
に
育

ん
で
き
た
こ
と
を
実

感
し
た
。

�

　

　

南
魚
沼
は
首
都
圏
か
ら
本
県
へ
の
玄
関
口

に
あ
り
、美
し
い
自
然
や
多
く
の
ス
キ
ー
場
・

温
泉
を
有
す
る
他
、
日
本
一
の
ブ
ラ
ン
ド
米

「
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
産
地
で
も
あ
る
。

　

校
長
会
は
、
南
魚
沼
市
十
八
名
と
湯
沢
町

一
名
の
十
九
名
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
地
域

の
信
頼
を
得
る
べ
く
創
造
的
な
学
校
経
営
を

目
指
し
て
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
。
一
方
で

学
校
の
統
廃
合
が
進
ん
で
お
り
、
小
学
校
だ

け
で
も
こ
の
十
年
間
で
六
校
、
今
年
度
末
で

更
に
一
校
減
と
な
る
。
他
に
も
統
合
協
議
が

進
ん
で
い
る
学
校
が
あ
る
た
め
、
今
後
は
会

員
減
が
活
動
に
及
ぼ
す
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
連
携
を
重
視
し
た
活
動
の
推
進

　

学
校
経
営
者
と
し
て
の
職
能
の
向
上
を
期

す
る
と
と
も
に
、
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
研
究
・
講
習
会
・
講
演
会
・
協
議
会
・

視
察
等
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
定
例
校
長

会
は
年
六
回
で
、
各
種
研
修
や
情
報
交
換
を

通
し
た
学
校
間
連
携
の
強
化
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
ま
た
、
対
策
部
・
研
修
部
・
福
利
部
・

広
報
部
に
よ
る
活
動
、
郡
市
教
育
研
究
会
の

事
業
推
進
に
も
努
め
て
い
る
。

　

な
お
、
二
〇
二
〇
年
に
は
中
越
地
区
研
究

集
会
を
主
管
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
小

学
校
長
会
の
充
実
・
発
展
の
た
め
、
当
地
域

の
魅
力
と
会
員
の
英
知
を
結
集
し
て
準
備
を

南
魚
沼
郡
市
小
学
校
長
会

糸
魚
川
市
立
糸
魚
川
東
小
学
校

学
校
改
善
を
目
指
し
、
共
に
学
ぶ

郷
土
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
育
て
る

糸
魚
川
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習

郡 市
政令指定都市
だ よ り

学校経営に役立つ
情報満載

県小学校長会
HPへアクセス




